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◇ 公立高校入学者選抜(一般選抜)について 

 1 学期のすべてのテストが終わり、もうすぐ夏休みに入ります。夏休みが明けると

西中 2 大行事があり、それが終わるとあっという間に高校入試・就職先探しの時期

になります。後になって「あのときやっておけばよかった・・・」という後悔が無い

ように、しっかりと情報を集め、今すべきことをしっかりと考えておいてほしいと思

います。 

 今回は、卒業生の進路選択の中で最も多い公立高校一般入学者選抜の仕組み(平成

31 年度選抜)について理解してもらいたいと思います。 

 

① 総合点の算出について 

 合否判定に用いる総合点は、中学校 3 年間の内申点を換算したものと学力検査の

結果によって算出します。 

  下のサンプルをもとに、手順に沿って実際に計算してみよう。 

●内申点の換算 

A 君の内申点 

 国

語 

社

会 

数

学 

理

科 

音

楽 

美

術 

体

育 

技

家 

英

語 

合計 

1 年 3 3 3 3 3 3 3 3 3  

2 年 3 3 3 3 3 3 3 3 3  

3 年 3 3 3 3 3 3 3 3 3  

 

手順１ 各学年の内申点の合計を計算する。 

手順２ 1，2 年生の内申点はそれぞれ 2 倍、3 年生の内申点は 6 倍する。 

手順３ 手順２で出した数値の合計を求める。(オール５なら 450 点満点) 

手順４ 手順３の数値に、各高校が指定している倍率(右の表)を 

    かけ算し持ち点とする。 

    (今回は選択している学校が最も多いⅡ型で計算) 

 

 

下の B 君の持ち点も計算し、A 君と比べてみよう。 

B 君内申点 

 国

語 

社

会 

数

学 

理

科 

音

楽 

美

術 

体

育 

技

家 

英

語 

合計 

1 年 3 3 3 3 3 3 3 3 3  

2 年 3 3 3 3 3 3 3 3 3  

3 年 ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４  

 

 

 

 A 君と B 君の持ち点の差は(    )点 

→ 3 年生の内申平均が１違うだけで影響はかなり大きい。 

 

●学力検査(各教科 90 点満点)の結果の換算 

A 君の得点 

国語 社会 数学 理科 英語 

50 60 40 ４5 ５5 

 

手順１ 5 教科の合計点を計算する。 

手順２ 各高校が指定している倍率(右の表)をかける。 

    (今回はⅡ型) 

  

●総合点 

 内申点を換算したものと、学力検査を換算したものを合計する。 

 

 ② 合否判定について 

 手順１ 総合点の順に順位をつける。 

 手順２ 募集人数(定員)のうち上位 90％は合格 

90％～110％はボーダーゾーン、それ以下は不合格 

 手順３ ボーダーゾーンの受験生の中から、自己申告書の内容がアドミッショ 

ンポリシーに極めて合致するものを、点数に関係なく合格 

 手順４ 自己申告書での合格者を決定しても定員に空きがあれば、残りの者の 

中から総合点で合否を決定する。 

     →ボーダー内でトップでも必ず合格できるわけではないし、 

逆に最下位でも合格できる可能性はある。 

 倍率 
Ⅰ型 0.6 倍 
Ⅱ型 0.8 倍 
Ⅲ型 1.0 倍 
Ⅳ型 1.2 倍 
Ⅴ型 1.4 倍 

 倍率 
Ⅰ型 1.4 倍 
Ⅱ型 1.2 倍 
Ⅲ型 1.0 倍 
Ⅳ型 0.8 倍 
Ⅴ型 0.6 倍 



 ●自己申告書 

  公立高校入学者選抜では、出願時に自己申告書と呼ばれる作文を提出します。 

 この作文は秋ごろに発表されるテーマ(あなたは、中学校等の生活（あるいはこ 

れまでの人生）でどんな経験をし、何を学びましたか。また、それを高等学校 

でどのように生かしたいと思いますか。できるだけ具体的に記述してくださ 

い。)をもとにして作成します。自己申告書に書いた内容と学校から高校に送る 

調査書の内容が志望校のアドミッションポリシー(求める生徒像)に合致し 

ている場合、ボーダーゾーン内での判定で合格できる可能性が高くなります。 

→志望校のアドミッションポリシーはしっかりと把握しておくこと。 

 

 ●調査書 

  受験の際に中学校から高等学校に提出する。受験者の成績だけでなく、学校 

生活の様子や委員会、部活動やボランティア活動などを記載する。自己申告書 

とともにボーダーゾーン内の合否判定の資料として使われる。 

  

 ●英検の活用について 

  学力検査「英語」では、外部機関が認証した英語力判定テスト(TOEFL、 

iBT、IELTS 及び実用英語技能検定(英検))のスコア等を活用することができま 

す。 

 府教育委員会がスコア等に応じた読み替え率を定め、この読み替え率により換 

算した点数と英語の学力検査の点数を比較し、高いほうの点数を学力検査の成 

績とします。 

<読み替え率> 

TOEFL、iBT IELTS 実用英語技能検定 読み替え率 

60 点～120 点 6.0～9.0 準 1 級・1 級 100％ 

50 点～59 点 5.5 対応無し 90％ 

40 点～49 点 5.0 2 級 80％ 

 

英語資格を活用する志願者は出願の際に、スコアを証明する証明書の写しを提出する

必要があります。そのため、出願日までに証明書が手に入るような時期に受験をしなけ

ればなりません。 

英検は第 2 回までに受験をするか、1 月末までに開催される英検 CBT を利用してく

ださい。 

 


